西部地域広域がんパス委員会　がん部会
がんの地域連携パス（Ver.　1.0）における　「Q&A」
【運用】
①策定病院（がん拠点病院）は、連携医療機関（診療所等）にがんのパス運用に先立って、「地域連携パス運用依頼書」を用いてファックスで打診する運用となっているが、必ずその方法でしなくてはいけないか
→ 原則的に事前ファックスで打診をすることとしている。また、電話で直接、医師同士で確認しても構わないが、その場合、カルテ等に記録することをお願いしたい。
②がん診療に関する診療情報の提供について、「地域連携パスのための情報提供用紙」
と「私のカルテ」の診療した部分の写しを策定病院へ送るタイミングはいつか。
→連携医療機関は基本的に月単位で策定病院へ診療したことを報告することが望ま
しい。数ヶ月まとめて策定病院へ報告することも決して否ではないが、厚生局等の
監査や調査の場合は、指摘の対象となる。
③入院機能のある医療機関との連携はできるのか。
　→現病変、合併症、他の疾病等で入院しても、パスの適応不可とはならないため、が
んパスを用いたがん治療連携は継続できる。
【保険算定】
①厚生局に「がん治療連携指導料」の届出してない他の地域の策定病院で作られた
がんパスを使っている患者を診療所で診察することになった。この場合、診療所はB005-6-2 「がん治療連携指導料：300点」を算定することできるか。
→連携医療機関と策定病院が互いに厚生局へ届出してはじめて算定できる。
従って、この場合は算定できない。新たにその策定病院に対する届出をすれば算定
可能。但し、再届出の場合は、これまでがん治療連携指導料の届出をした施設をす
べて記入する必要がある。
②策定病院は、退院時B005-6「がん治療連携計画策定料：750点」を算定したが、病理
診断の結果、パスが適用できなくなった。この場合、退院後に返金するのか。
→退院後、しばらく策定病院でフォローすることが多いと想定される。このときにパスのいわゆるバリアンス（逸脱）は判明し、がんパスの保険算定はできなくなる。しかしながら、750点は返金しなくてもよい（疑義照会より）。なお、患者さんに渡した「私のカルテ」をそのまま使うことは構わない。
③化学療法を始める必要になった場合でも、そのままパスを使うことができ、「がん治
療連携指導料：300点」を算定できるか。
→がんパスVer. 1.0は治療後経過観察に対応したデザインである。しかしながら、
その場合、策定病院と連携医療機関がその後の治療計画について、十分協議した上
で、行うのであれば継続使用も認容される。
 
④厚生局の住所は
　〒424-0625　静岡市清水区松原町2-15清水合同庁舎3階　
　東海北陸厚生局静岡事務所審査課　
　　　電話　054-355-2015　　　　FAX　054-351-3115
⑤厚生局への届出書類の二部とはなにか。
　別添２「特揭診療料の施設基準等に係わる届出書」（表紙）と様式13-3をいう。診療
所からの届出に関して慣例的に認容されているように思われる。
別添2「特揭診療料の施設基準等に係わる届出」（表紙）と様式13-3、および策定医
療機関（がん拠点病院）一覧表、さらには、医療者用診療計画表（オーバービュー）を指し、それらを正副とした二部をいう。
⑥「がん治療連携指導料：300点」を算定すると、診療情報提供料１（250点）は同時
に算定できないが、特定疾患療養管理料｢B000｣（225点）も同時に算定はどうか。
　→外来医事課、入院医事課に確認したところ、特定疾患療養管理料が算定できないとは明記されていない。一般に同時算定できない場合は、注釈等明記してある。従って、算定可能と判断できる。
【施設基準】
①中規模病院でも連携医療機関として認められるか 。
→がん拠点病院に準ずる医療機関（静岡県指定のがん拠点病院）でなく、厚生局へ
届出すれば、B005-6-2 「がん治療連携指導料：300点」を算定可能。ベッド数は関
係ないと判断できる。
②すでに他の策定病院と届出している場合の届出はどうか。
　→「がん治療連携指導料」をすでに届出したことがある診療所等は、再届出となる。具体的には、別添２「特揭診療料の施設基準等に係わる届出書」の届出事項は再届出と記し、様式13-3に連携する策定病院すべての施設名とがん種を添付する。詳しくは、策定病院の地域連携室へお問い合わせ下さい。
【記録の保存】 
①策定病医院側のがんパスの診療情報提供用紙の保存法は電子カルテへのスキャナー
取込みがいいか。　
→連携医療機関との保険診療に係わる事項なので、カルテ保管が望ましい。ただし、
スキャナー取込みの是非に関しては、各施設の運用となる。
【問合せ先】
　　　○浜松医科大学医学部附属病院　腫瘍センター　
　　　　　　　　　　　　　TEL　053-435-2491　　　　FAX　053-435-2153
　　　○浜松医療センター　地域医療連携室
　　　　　　　　　　　　　TEL　053-451-2760　　　　FAX　053-452-9217
　　　○聖隷三方原病院　地域医療連携室
　　　　　　　　　　　　　TEL　053-439-0001　　　　FAX　053-439-0002
　　　○聖隷浜松病院　地域医療連絡室
　　　　　　　　　　　　　TEL　0120-107-352　　　　FAX　0120-107-362　
　　　　　○JA静岡厚生連遠州病院　病診連携室
　　　　　　　　　　　　　　　TEL　0120-928-901　　　　FAX　0120-928-902
　　　　　○浜松赤十字病院　地域医療連携室
　　　　　　　　　　　　　　　TEL　0800-200-7061　　　 FAX　0800-200-7071
　　　　　○浜松労災病院　地域医療連携室
　　　　　　　　　　　　　　　TEL　053-411-0366　　　　FAX　053-411-0315
　　　
もしくは、　　
　　　○静岡県西部広域連携パス委員会　がん部会　事務局
（聖隷浜松病院　がん診療支援センター）
　　　　　　　　　　　　　TEL　053-474-2614　　　　FAX　053-474-2615
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年6月3日　初版　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年6月6日　改訂版　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年10月20日　改訂版
